	第1回　苑内研修報告書　　　　　　　　　　報告者：村田繭子・松川達也

	講義内容：感染・食中毒について（手洗い方法）　　　　　　講師：阿部美樹

	日　　時：平成21年5月21日、22日（2日間）　17：30～18：00

	場　　所：南山苑3Ｆ　ひだまりホール

	内　　容：①食中毒とは

　　　　　②症状、治療、感染対策（処理の仕方）

　　　　　③食中毒の種類

　　　　　④検査方法

　　　　　⑤手洗い方法

※講師希望にてパワーポイントは使用していません。

　　　　参加対象者　　　　　91名

　　　　　　　　　当日参加者　　　　　55名

　　　　　　　　　当日業務者　　　　　6名　

　　　　　　　　※参加率＝当日参加者÷（参加対象者－業務扱い者）＝　64.7％
　　　　　　　　アンケート提出者53名（収率100　％）

· アンケート結果
1． 今回の研修内容について

· 分かりやすかった･･･　51名

· 楽しかった･･･　　4名

· 難しかった･･･　　0名

· つまらなかった･･･0名

· 無回答･･･　　　　0名

(重複回答あり)

2． 研修を受けて役立つと感じた内容

· 手の洗い残しは第1指に多いという事。

· 脱水症状は皮膚状態でも予測出来る事。

· 体内水分が70歳代では40％、80歳代では35～30％で、10歳違うだけで2倍の確率で脱水になる。

· 下痢、嘔吐の処理の仕方。

· 食中毒の対応について再認識出来た事。

· 手洗いの重要さ。

· 食中毒は夏だけとは限らない。

· 夏場の室内保管は大変危険であるという事。

· 検査方法として、検体に提出するのは、吐物ではなく便が一番最適という事。

3． 質問したいこと

· 下痢している時経口で水分摂取しても体内に吸収せず、すぐ出るのではないか？

　

４．今後のテーマの希望

· 赤痢についてもう少し知りたいと思った。

· 新型インフルエンザについて。

· 口腔ケアについて。

５．感想等

· これから食中毒の発生率が高くなる時期なので、気を付けて業務に当たっていきたい。

· 赤痢、コレラも食中毒だと初めて知った。

· 食中毒についての事がとても分かりやすかった。具体的な例等があり、予防等についての事が良く分かった。

· ノロウイルスの事もあったので、より速い対策が必要だと感じた。

· まずは自分でも出来る手洗い、うがい等予防出来る事は確実に行っていこうと思う。

· 普段手洗いは行っているも親指が案外洗えていないとの事だったので、気にして洗ってみようと思う。

· これから暑くなってくるので、手洗い、消毒の徹底をし、自分が感染源にならないように気を付けていきたい。利用者様の体調を観察して対応出来るようにする。

· 脱水時対応等看護に任せきりにせず、介護でも出来る事は協力していこうと思う。

· 二次感染が起きないよう、1行為1ケアはとても大切である。

· 汚物処理の仕方を再認識する事が出来た。トリゾンラブを常に携帯し、1ケアずつ消毒するよう心掛けていきたい。

· とても分かりやすく、現実的な事で良かった。今後も全職員に伝わるよう定期的に行なって欲しい。

６．今回の研修の反省点と今後の対策

　　今回感染、食中毒、手洗い方法という研修内容で、ほとんどの職員が分かりやすかった、また、新型インフルエンザが流行っている事もあり、手洗いについて再認識する事が出来たという声が多く身近に感じた研修内容だったと思います。また、講師に関しても、とても聞きやすかったという事が聞かれていました。今回は講師希望にて、パワーポイントは使用せずホワイトボードでの書きながらの説明、また、随時職員を指名し、答えていくという形式は分かりやすく、考える事が出来る為、勉強になった、苑長室より、ひだまりホールで勉強会を行った方が参加しやすく、和やかに出来るのではないかという声も出ています。場所や勉強会の仕方については今後も講師と相談して検討していきたいと思います。

　　研修中に携帯電話が鳴ってしまった為、開始前にマナーモードにするよう声掛けが必要かと思いました。また、南山苑での新人が1人しか参加しなかった為、各SGMへ指導も含め報告しています。委員会からも掲示や、南山事務へ張り紙を出していますが、声を掛けていけば良いのか検討必要です。


南山苑　研修報告書











